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原 著

夫が「父親を自覚」するきっかけとなった
出来事についてのアンケート調査

魚沼病院、２病棟産婦人科；助産師

ほそ かい み な なが い み え こ な ぐも なお み

細貝 美奈、長井美枝子、南雲 直美

目的：夫が父親を自覚し、育児参加をすることは、母
親の健やかな育児につながる。
そこで、妻の妊娠、分娩、産褥期を通して夫が
父親を自覚するきっかけとなった出来事を明ら
かにし、育児行動を促す為の働きかけに活か
す。

方法：母親学級３講（分娩準備）、４講（沐浴・育児）
のいずれか、又は他院や地域の母親学級に相当
するクラスを夫婦で受講した者。もしくは、立
ち会い分娩した夫に質問紙を用いた自己式調査
を行い、単純集計・分析した。
アンケート調査は以下の６項目であった。「対
象者の属性」「父親を自覚した場面」「父親の自
覚が増した時」「自覚した後、妻にしてあげた
い支援」「退院後、赤ちゃんとの生活で心配な
こと」「実際に１か月健診までに行った支援」

結果：夫は、妻の妊娠が動機づけとなり、立ち会い分
娩や育児行動を通して父親を自覚することがわ
かった。

結論：１．夫は、妻の妊娠、分娩、産褥期を通して、
自ら取り組み体験した出来事をきっかけに父
親を自覚する。

２．父親が育児支援と考え行った事は、育児行
動であり、家事一般、相談相手も育児支援と
考える妻との間に認識の差がある。

３．夫の積極的な育児参加を促すには、妊娠中
から父親になるための行動を起こすきっかけ
となるような働きかけや、夫婦間の感情の共
有が必要である。

キーワード：夫が父親を自覚、きっかけ、アンケート
調査、質問紙による自己式調査、育児支援、育
児行動、妻との認識の差

緒 言

近年、女性の社会進出や核家族化に伴い夫婦間の感
情の共有や、父親の育児参加が重要視されるように
なった。
父親が積極的に育児参加することで、母親に時間的

な余裕と精神的なゆとりができ、育児に前向きにな
り、健やかな育児ができるという利点がある。しかし、
父親の育児行動の促進には、親としての自覚が大きく
影響する。母親は胎児や子どもの成長を自ら体感し、
自覚しながら母性を育てることができるのに対して、

父親になった自覚には「周囲からの働きかけによる受
け身の体験と、自ら取り組んでいる体験があった」と
言われている（１）。
当病院では、妊婦健診に夫が付き添うことや母親学
級への参加は珍しくなく、分娩に立ち会うことも多
い。また、産後の面会時に児の抱っこやオムツ交換、
ビン哺乳をすることもあり、父親の自覚につながると
考えられる機会はいくつかある。しかし、これらの場
面を振り返った時、私たちは夫に対して父親の自覚を
促すような積極的な働きかけをしていないのではない
かという疑問があった。そこで、夫が父親を自覚する
きっかけとなった出来事を明らかにし、今後の関わり
に生かすことで、積極的な育児参加の手助けができる
と考えアンケート調査を行ったので報告する。

対 象 と 方 法

対象：２０１５年７月１日～１０月３１日に当病院で分娩した
産婦の、母親学級３講（分娩準備）、４講（沐
浴・育児）のいずれか、又は他院や地域の母親
学級に相当するクラスを夫婦で受講した夫、も
しくは、立ち会い分娩した夫を対象とした。

方法：アンケート調査
出産後、研究及びアンケートの主旨について説
明し同意を得られた場合、退院時にアンケート
用紙を渡し１か月健診時に回収した（表）。１
か月健診時に忘れた場合は切手を貼った返信用
の封筒を渡し、郵送してもらった。

結 果

対象となる夫４４名に配布し、３６名から有効回答が得
られ、アンケート回収率８１％であった。そのうち初産
婦の夫は１６名、経産婦の夫は２０名であった。
母親学級のみ受講した夫は１名、立ち会い分娩をし
た夫は１８名であった。母親学級及び、立ち会い分娩の
両方に参加をした夫は１７名であった。
１．対象者の属性（図１）

対象者の年齢は、３０歳代２２人、２０歳代１０人、４０歳
代が４人であった。
２．父親を自覚した場面（図２）

父親の自覚を得た場面について、７項目の中から
選択してもらい次のような回答を得た。妻の妊娠を
知った時５３％、次に妊娠・腹部の増大に伴って

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／１７０１０３６２　新潟厚生連農業協同組合／本文／０２　細貝　００１‐００５  2017.02.10 19.33.13 



厚生連医誌 第２６巻 １号 １～５ ２０１７

― 2 ―

２０％、漠然と１５％、胎動に触れた時が９％であった。
３．父親の自覚が増した場面
父親の自覚が増した場面について、１８項目の中か
ら選択してもらい次のような回答を得た。赤ちゃん
を抱っこした時２２人、胎児の画像写真を見た時２０
人、産声を聞いた時・赤ちゃんを初めて見た時が１８
人、分娩に立ち会い妻の支援をした時・大きくなっ
た妻の腹部を触れた時が１６人であった。次に育児に
関する項目では、オムツ交換・お風呂に入れた・あ
やした時が１０人であった。
母親学級参加者１７人中、母親学級の参加や赤ちゃ
んが映ったビデオを見た時・人形を使用してお風呂
に入れた時の項目は１人に留まり、参加したことで
父親の自覚が増したと言う回答は得られなかった。

４．自覚した後、妻にしてあげたい支援（図３）
妻や子ども（赤ちゃん）の為にしてあげたい支援

については、子育て４１％、経済面２１％、妻の相談相
手２０％、家事一般が１８％であった。

５．退院後、赤ちゃんとの生活で心配なこと（図４）
産後の妻の事が２８％に対し、子どもの世話２８％、
子どもの成長発達の事２４％と子どもに関する事につ
いては５２％を占める回答であった。
妻や子どもに関する事以外は経済面１８％、自分自身
に関する事が１％であった。

６．実際に１か月健診までに行った支援（図５）
１か月健診までに行った支援においては、オムツ

交換２４％、ミルクをあげた１７％、お風呂に入れた２１％
で育児に関する項目は６２％であった。その他、家事
一般１３％、経済的支援１３％、妻の相談相手が１０％で
あった。

考 察

１．妻の妊娠、分娩、産褥期を通して、夫が父親を自
覚した出来事
妻の妊娠を知った時点で、５３％の夫が父親を自覚
し、妊娠中に妊婦健診に付き添い胎児の画像を見た
り、大きくなっていく妻のお腹に触れることでその
自覚は強くなっていた。そして、分娩に立ち会い、
産声を聞いた時、初めて赤ちゃんを見て抱っこし、
重さを感じた時により強く父親を自覚している。ま
た、産褥期ではオムツ交換、お風呂入れなどの育児
行動が父親の自覚に繋がる出来事であった。
女性は妊娠した時から、つわりや胎動、分娩を経
て母親になっていくという明確なプロセスがある。
それに対して森田らは「父親役割を考える契機と
なった体験には周囲からの働きかけによる受け身の
体験と、自ら取り組んでいる体験があった」と述べ
ている（１）。今回の調査において、夫は妻の妊娠を
知ることが父親になる動機づけとなり、妊娠、分娩、
産褥期を通して視覚、聴覚、触覚等五感で我が子を
感じ、自ら取り組んだ体験が父親を自覚する出来事
であることが明らかになった。しかし、一般的に講
座などへの参加により、知識を持つことも父親の自
覚に繋がるとされているが、今回、母親学級への参
加は自覚に繋がる出来事にはなっていなかった。そ
れは、父親の意識は直接子どもと接する事で形成さ
れるものであり、人形やDVDは我が子とは別の存
在であること、講座が妊婦主体であり夫への働きか

けが少ないこと、受け身の体験は自ら取り組む体験
に比べ動機づけとしては弱い体験であることに起因
すると考える。
２．夫が父親として行った育児支援について

夫が父親を自覚した後、妻や子どもにしてあげた
い支援として子育てを一番に挙げ、退院後の心配事
も子どもの成長を挙げている。そして、１か月健診
までに行った支援は主に育児であった。育児行動は
父親にとって比較的、手間と時間がかからず楽しく
喜びを伴うものであり、主体的に行い易い行為と言
える。汐見によれば「母親が父親に期待しているの
は、育児の手伝いではなく家事分担だという人が多
かった」という報告がある（２）。今回、父親の考え
る育児支援は育児行動であり、家事や相談相手も育
児支援に期待する妻との間に認識の差があることが
明らかになった。しかし、夫の育児参加は妻が時間
的にもゆとりを持った子育てをするためには不可欠
な事である。したがって、父親としての準備期間で
ある妻の妊娠中から、分娩・育児について、夫婦間
のコミュニケーションを図り、感情を共有すること
が必要だと言える。
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用 語 の 定 義

父親の自覚：父親としての意識が芽生え、自分の置か
れている位置・状態、父親としての自分
の価値を知ること。

英 文 抄 録

Original article

The questionary survey about the events of husband’s
awareness of his fatherhood

Uonuma Hospital, ２ ward, Departmet of obstetrics and
gynecology ; midwife
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Nami Hosokai, Mieko Nagai, Naomi Nagumo

Objective : Both husband’s awareness of his fatherhood
and his participation in childcare were necessary
for his wife to lead a healthy childcare. Therefore,
we tried to determine the events of husband’s
awareness of his fatherhood to improve his child-
care behavior.

Study design : Investigation included the husbands who
attended a maternity education class. The self-style
investigation using the question paper to husbands
was confirmed and analyzed.

Results : The husband was aware of his fatherhood
through the incentives of his wife’s pregnancy, de-
livery, and the collaborating childcare behavior.

Conclusions : １. Husband became aware of his fatherhood
through the events of the pregnancy, delivery, and
puerperium of his wife. ２. Husband regarded his
childcare behavior as the childcare support, and
there was a difference of the recognition between
the wife who regarded that the childcare support
included the household work and her adviser. ３.
The establishment of fatherhood required to pro-
mote the active childcare participation and share
the couple’s feeling.

Key words : husband’s awareness of his fatherhood ;
event, questionary survey, self-style investigation
with the question paper, childcare support, child-
care behavior, recognition difference from his wife

図１．父親の年齢
３０歳代２２人、２０歳代１０人、４０歳代４人であった。

図２．父親を自覚した場面
７項目から選択してもらい、妻の妊娠を知った時５３％、妻の
腹部の増大に伴って２０％であった。
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図３．妻にしてあげたい支援
父親を自覚した後、妻にしてあげたい支援は、子育て４１％、
経済面２１％、相談相手２０％、家事１８％であった。

図４．赤ちゃんとの生活で心配なこと
退院後、赤ちゃんの生活で心配なことは、子どもの世話２８％、
産後の妻のこと２８％、子どもの成長発達２４％であった。

図５．１か月健診までに行った支援
父親が１か月健診までに行った支援は、オムツ交換２４％お風
呂入れ２１％ミルクをあげた１７％であった。
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（２０１６／１２／１２受付）

表．アンケート用紙
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